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1. 太陽と地球の間の距離 L はおよそ 1.5 × 108km である [1]。太陽系付近でのダークマターの密度を
0.4GeV/cm3 と仮定すると、太陽を中心とする半径 L の球体内に存在する総エネルギー Edark(単位
eV)が求まる。さらに 1eV = 1.6×10−19Jと、アインシュタインのエネルギーと質量の関係式E = mc2

により、エネルギー (単位 eV)を質量 (単位 kg)に変換できる。

Edark = 0.4GeV/cm3 × 4

3
π × (1.5× 1013cm)3

= 1.8× π × 1039GeV

単位を Jに変換する。

Edark = 1.8× π × 1039GeV

= 1.8× π × 1039 × 109eV × 1.6× 10−19J/eV

= 2.88× π × 1029J

したがって、質量Mdark は

Mdark =
2.88× 3.14× 1029J

(3.0× 108)2m2/s2

≃ 1.0× 1013kg

となる。

2. 我々が 60kg分の 12C で構成されているとすると、これはすなわち、

60× 103g

12g/mol
× 6.0× 1023個/mol = 3.0× 1027個

の 12C で構成されていることになる。また 80 年は 2.52288 × 109 秒である。1 秒あたりにWIMP た
ちが 1 個の 12C と相互作用する回数を考える。ここでWIMP1 個あたりの質量を mGeV と置く。す
ると、エネルギーの密度は数密度に直せる ( 0.4m 個/cm3)。1 秒あたりに単位面積 (1cm2) を通過する
WIMPの個数 N は、β = 10−3 であるから

N =
0.4

m
個/cm3 × 3× 107cm/s

=
1.2

m
× 107/cm2

となる。断面積が σ = 10−47cm2 なので、1 秒あたり、12C1 個あたりと相互作用するWIMP の個数
Nint は、

Nint =
1.2

m
× 107/cm2 × 10−47cm2 =

1.2

m
× 10−40
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となる。したがって我々が一生のうちにWIMPと相互作用をする回数 N tot
int は

N tot
int = Nint × 3× 1027 × 2.5288× 109

≃ 9.1

m
× 10−4

≃ 1

m
× 10−3回

と計算できる。ここでWIMPの質量は 1GeV～1TeVと考えられていることから、mに 1～1000を代
入すると結局、我々は一生のうちに 10−6～10−3 回WIMP と相互作用することになる。1,000 人から
1,000,000人に 1人はWIMPと相互作用ができるということになる。

3. まだ私はWIMPと衝突していないはずだ。なぜなら私は 1000人に 1人の確率に該当するほど運が良
くないからだ。
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